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地域密着型金融の推進に関する基本方針
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地方銀行は地域社会と歩みをともにしており、地域の成長なくして当行の成長

はありません。

私たちの使命は 「地域社会の未来」を見すえた銀行経営を通じて、CSR憲章

にかかげる「共存共栄」を実現していくことです。その実現のために、第７次中期

経営計画（2019年4月～2024年3月）において、当行が長期的に目指すべき姿

を「Sustainability Design Company」としています。ここには、「従来の銀行の

発想や枠組みを超え、お客さまや地域社会の持続可能な発展を企画して創る会

社になる」という決意を込めています。

地域の発展なくして当行の発展はありません。この使命を全うするために、情

報・ネットワークを活用した「金融情報サービス業」から「課題解決型金融情報

サービス業」へ進化させ、これまで以上に地域の皆さまに溶け込み、ともに明る

い未来を語り、その実現に向けて具体的に行動することで、地域密着型金融の

推進に取り組んでまいります。



ＣＳＲ憲章（経営理念）
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私たちは、伝統ある近江商人の「三方よし（売り手よし、買い手よし、世
間よし）」の精神を継承した行是「自分にきびしく 人には親切 社会につ
くす」をＣＳＲ（企業の社会的責任）の原点とし、社会の一員として「共存
共栄」を実現してまいります。

（地域社会との共存共栄）

地域とともに歩む銀行として、お客さまの信頼と期待にお応えするため、
「健全」と「進取」の精神を貫き、地域社会の発展に努めます。

（役職員との共存共栄）

役職員一人ひとりの人権や個性を尊重し、働きがいのある職場づくりに努め、
心身ともに「クリーンバンクしがぎん」の実現に努めます。

（地球環境との共存共栄）

琵琶湖畔に本拠を置く企業の社会的使命として「環境経営」を実践し、地球
環境を守り、持続可能な社会づくりに努めます。



５

第７次中期経営計画の概要（2019年4月～2024年3月）



地域の持続的発展に向けて

●地域に好循環を生む仕組みを構築。地域の「未来」を描き、地域の「夢」をかなえる。

地域の「未来」を描く

地域社会の持続的発展に貢献

地方創生総合
プラットホームの構築

持続可能なビジネスモデルへ
（地域に好循環を生む）

野の花応援団 サタデー起業塾

地域商社機能しがぎんＳＤＧｓ
ビジネスマッチングフェア

(仮称) 地域の｢夢｣実現構想

地域の「夢」をかなえる

仕事の
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「夢」実現
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の享受

持続可能な仕組みづくり

企業

個人

県・
市町「夢」

応援の
原資

(お金 等)

データ

県民全体が
使える
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ソリューション

… …
健康

夢

幸せ健康の
「夢」実現

…
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地域密着型金融の取り組み（１）

地域の「稼ぐ力」を引き出す～持続可能な地方創生～
当行は、地域金融機関の使命として、循環型社会の構築やニュービジネスの支援・育成に取り組むほか、地域に根付いた文
化や歴史、産業など地域資源をブランディングし、情報発信をサポートすることで、地域経済の活性化に努めます。

「埋もれた地域資源を再発見、
域外に発信する」

滋賀県は、琵琶湖がもたらす豊かな
自然により、独自の文化が根付いて
います。
地域の賑わいを創出すべく、地域資
源を再発見し、ブランディング、情
報発信を支援しています。
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地域密着型金融の取り組み（２）

マーケットインの発想に基づき、真に求められる機能を持ち、
持続可能な社会の実現に貢献できるよう、プロジェクトを進め
ています。

想定している事業内容
①産品などの地域資源の発掘、マーケティングや販売支援
②観光資源の発掘、観光商品開発や観光振興支援
③人材確保の支援、地域への人材還流促進
④地域、お取引先の IT 化支援
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地域密着型金融の取り組み（３）
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地域密着型金融の取り組み（４）

企業のライフステージに応じたソリューションのご提供


